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k短大 3年課程の看護科 1年生（以下， lN 
と記す） 59名及び 2年課程の看護科 1年生（以



































注 ＊＊ ：p<0.01 







因子 ：0.82,第 2因子 ：0.72, ではぼ満足でき
るものであ った。
各因子に属す質問の得点 （因子負荷墨が負の
値を示した質問の回答に対する配点は， 5 ～ 1 













表3 死に対するイメージの因子別得点 表4 死に対するイメージの因子別得点
要 因 カテゴリー 人数
]- ] 信仰の有無 C-l 信仰する宗教がある 13 
C-2 信仰する宗教はない 69 
が．釆世を侶じる
C-3 米世を信じない 27 
I -2 迷信を受け入れる C-I 常に受け入れる 14 
かどうか C-2 たまに受け入れる 86 
C-3 党に批判的 ， 
I-3 肉親の死の隣間に C-1 ある 76 
遭遇した体験 C-2 ない 33 
l-4 友人．知人の死の隣1: C-I ある 33 
に遭迅した体験 C-2 ない 76 
1-5 死について親と話 C-1 ある 49 
し合った経験 C-2 ない 60 
l -6 死について友人と C-1 ある 44 
話し合った経験 C-2 ない 65 
1-7 亡〈なった人に行われ C-1 よく知 っている 83 
る依礼的行為の知識 C-2 あま りよ〈知らない 26 
l -8 家族と秘参り C-1 行く 85 
C-2 行かない 24 
I -9 ~防式に参列の体験 C-1 ある 98 
C-2 ない 1 
I -10 サスペンスドラマ C-1 好き 79 
の好き嫌い C-2 様い 30 
I -I ホラー映画の好き C-1 好き 59 
様い C-2 妹い 50 
1-12 教脊課程 C- 1 第1t・渥科1年生(IN) 56 
C-2 第2看護科1年生(2N) 53 
とし，表 3に示す12要因の影響を数量化理論第









は手水を使う，の 8項目を取り 上げ，知 らない






I - 1 :信仰の有無が最も大きな寄与を持ち，
次いで， I-11:ホラー映画の好き嫌い， I-
12 :教育課程， I - 2 :迷信を受け入れるかど




1-1 信仰の有無 0 267 0 275 
(0 568) (0 649) 
I -2 迷信を受け入れる 0 169 0 423 
かどうか (0 297) (I 252) 
1-3 肉親の死の娯IHIに 0 044 0 Ill 
遭遇した体験 (0 060) (0 169) 
1-4 友人，虹1人の死の矮I: 0 068 0 052 
に遭迅した体験 (0 086) (0 071) 
l-5 死について親と話 0 057 0 297 
し合った経験 (0 065) (0 381) 
1-6 死について友人 と 0 077 0 003 
話し合った経験 (0 089) (0 004) 
I -7 亡〈なった人に行われ 0 118 0 061 
る依札的行為の知乱 (0 189) (0 104) 
I-8 家族と硲参り 0 114 0 171 
(0 154) (0 251) 
1-9 葬式に参列の体験 0 003 0 006 
(0 005) (0 013) 
l-10 サスベンスドラマ 0 057 0 102 
の好き様い (0 075) (0 145) 
1-l ホラー映画の好き 0 226 0 234 
妹い (0 280) (0 315) 
1-12 教脊課程 0 186 0 077 
(0 244) (0 107) 
注 （ ）内の数字はレンジを示す




















である。死に対する怖さのイ メージには， I -
50 初鹿真由美・闘戸啓子 ・渡邊ふみ子 ・太湯好子 ・杉田明子 ・酒井恒美
2 :迷信を受け入れるかどうかが最も大きな寄
与を持ち，次いで， I - 5 :死について親と話
し合った経験の有無， I- 1 :信仰の有無， I 
-11 ：ホラー映画の好き嫌い， 1-8 :家族と
墓参 り， I-3 :肉親の死の瞬間に遭遇した体
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